
明

恵

上

人

の

砂

︱
︱
真
言
加
持
土
砂
の
日
本
的
変
容
︱
︱

吉

野

政

治

1

平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
棺
の
中
の
遺
体
に
土
砂
が
撒
か
れ
た
こ
と
が

見
え
る
︒

平
信
範
﹃
兵
範
記
﹄
久
寿
二
年
︹
1
1
5
5︺
七
月
廿
七
日
︑
近
衛
天
皇
に

関
す
る
﹁
御
葬
送
雑
事
﹂

子
刻
︑
有
二

入
棺
事
一

︑
刻
限
︑
持
二

参
御
棺
一

︑
(中
略
)

宇
治
法
印
被
レ

奉
レ

入
二

真
言
一

︿
其
体
如
レ

護
︑
被
レ

安
二

御
頂
上

程
一

云
々
﹀

土
砂
被
レ

散
歟
︿
可
レ

尋
之
﹀

次
覆
レ

絹
︑
以
レ

布
緘
之
︑
今
度
四
丈
布
二
切
云
々
︑

同
記
久
寿
二
年
︹
1
1
5
5︺
九
月
十
六
日
︑
法
性
寺
殿
入
棺
の
記
事

寅
剋
︑
法
性
寺
殿
有
二

御
入
棺
一

︑
⁝
⁝
次
奉
レ

入
之
︑
御
衣
︑
袈

裟
︑
御
裳
︿
僧
﹀︑
素
服
︿
帯
也
﹀︑
糸
針
︿
入
二

帖
紙
一

﹀︑
私
筥マ
マ

︿
裹
二

生
絹
一

︑
已
上
入
之
﹀
︒
︿
散
土
砂
︑
延
猷
阿
闍
梨
進
之
︑
大

嶺
砂
加
持
云
々
﹀
又
御
護
︑
御
念
珠
︑
金
泥
法
華
経
一
部
︿
雖
レ

非
二

先
例
一

︑
御
遺
令
云
々
︑
新
儀
定
﹀
︑
尊
勝
陀
羅
尼
︑
光
明
真

言
︑
随
求
陀
羅
尼
︿
已
上
納
二

金
銅
筒
一

﹀
等
︑
奉
レ

納
二

御
首

方
一

︒
次
覆
二

野
草
御
衣
一
(
1
)

︿
有
二

梵
字
一

﹀
︒
次
覆
蓋
加
覆
︑
以
レ

布
緘
之
︑

九
条
兼
実
﹃
玉
葉
﹄
養
和
元
年
︹
1
1
8
1︺
十
二
月
五
日
︑
皇
嘉
門
院
の

入
棺
の
記
事

帰
参
之
後
︑
持
二

参
御
棺
一

︿
注
略
﹀︑
(
中
略
)
先
撒
二

屏
風
几
帳

等
一

︒
開
二

御
棺
啓
一

︑
其
上
被
レ

出
二

雑
物
等
一

︑
並
二

置
之
一

︿
注

一



略
﹀

先
真
言
筒
︑
次
御
護
︿
注
略
﹀

次
野
草
衣
︿
年
来
被
二

儲
置
一

︑
大
原
聖
人
本
覚
坊
︑
書
二

梵
字
一

︑

唐
綾
単
也
﹀

次
香
︒
次
土
砂
︒

『吉
事
次
第
﹄
(建
仁
二
年
︹
1
2
0
2︺
頃
成
)
に
は
︑
こ
の
土
砂
が
屍
骸

の
頭
・
胸
・
足
の
三
カ
所
に
散
ら
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

次
土
砂
ヲ
イ
ル
︒

引
覆
ノ
上
ニ
御
カ
シ
ラ
︒
御
胸
︒
御
足
︒
此
三
所
ニ
当
テ
散
シ
イ
ル
︒

『吉
事
略
儀
﹄
の
﹁
御
棺
事
﹂
の
条
に
は
︑
や
や
詳
し
く
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
︒

次
奉
レ

移
二

御
体
一

(説
明
略
)
次
入
二

御
枕
一

(説
明
略
)
次
奉
レ

掩
二

野
草
衣
一

︿
書
二

梵
字
一

︒
以
二

字
方
一

為
レ

上
﹀
不
レ

可
レ

抜
二

取
本
御

衣
一

︒

次
散
二

土
砂
一

︒
役
人
中
堪
レ

事
人
可
レ

散
レ

之
︒
御
頭
︒
御
胸
︒
御
足

等
三
箇
所
︿
野
草
衣
上
﹀︒
散
レ

之
︒

2

こ
の
土
砂
は
光
明
真
言
加
持
土
砂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
︑
光
明
真
言
を

誦
す
る
こ
と
で
浄
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
光
明
真
言
﹂
と
は
﹁
唵
阿

謨
伽
尾
盧
左
曩
摩
謌
母
捺
羅
摩
抳
鉢
納
摩
入
縛
羅
鉢
羅
韈
多
野
吽
﹂
と
い

う
呪
文
で
あ
り
︑
そ
の
意
味
は
﹁
浄
土
変
の
真
言
︒
か
の
効
験
空
し
か
ら

ざ
る
遍
照
の
大
印
あ
る
も
の
よ
︒
こ
の
宝
珠
・
蓮
華
・
光
明
の
三
徳
あ
る

も
の
よ
︒
そ
れ
を
転
ぜ
し
め
よ
︒
菩
提
心
の
聖
語(2
)

﹂︑
あ
る
い
は
﹁
不
空

遍
照
の
大
印
は
宝
珠
・
蓮
華
・
光
明
の
諸
徳
を
具
有
し
︑
こ
れ
を
転
じ
て

行
者
の
身
に
満
た
さ
せ
ん(3
)
﹂
と
い
う
︒﹁
加
持
﹂
と
は
加
被
・
加
護
と
い

う
意
味
で
あ
る
が
︑
後
に
は
祈
祷
と
同
一
視
さ
れ
て
加
持
祈
祷
と
併
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
︒

こ
の
光
明
真
言
土
砂
加
持
の
秘
法
は
菩
提
流
支

(唐
の
開
元
十
五
年

︹
7
2
7︺
没
)
訳
﹃
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
﹄
の
﹁
潅
頂
真
言
成
就
品
﹂
に
︑

こ
の
真
言
を
以
て
土
砂
を
加
持
す
る
こ
と
一
百
八
遍
し
︑
亡
者
の
屍

骸
の
上
に
散
じ
︑
或
は
墓
の
上
︑
塔
の
上
に
散
ず
る
に
︑
そ
の
亡
者

地
獄
餓
鬼
若も

し
は
修
羅
等
の
中
に
あ
り
と
も
︑
大
潅
頂
光
明
真
言
加

持
土
砂
の
功
力
に
よ
り
光
明
を
得
︑
諸
の
罪
障
を
除
き
︑
所
苦
の
身

を
捨
て
︑
西
方
極
楽
国
土
に
往
き
て
蓮
華
に
生
じ
︑
乃
ち
菩
提
を
成

す
に
至
ら
む
︒

(原
漢
文
)

と
あ
り
︑
不
空

(大
暦
九
年
︹
7
7
4
︺
没
)
訳
﹃
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏

大
潅
頂
光
真
言
経
﹄
に
︑

明
恵
上
人
の
砂

二



若も

し
諸
衆
生
具
造
せ
る
十
悪
五
逆
の
諸
罪
︑
猷な
お

微
塵
の
斯
の
世
界
に

満
つ
る
如
く
︑
身
壊
し
命
終
し
て
諸
の
悪
道
に
堕
せ
ん
も
︑
こ
の
真

言
を
以
て
土
砂
を
加
持
す
る
こ
と
一
百
八
遍
し
て
︑
尸
陀
林
の
中
に

し
て
亡
者
の
屍
骸
の
上
に
散
し
︑
或
は
墓
の
上
に
散
し
︑
遇
ふ
ご
と

に
皆
こ
れ
を
散
せ
よ
︑
彼
の
所
の
亡
者
若
く
は
地
獄
の
中
若
く
は
餓

鬼
の
中
若
く
は
修
羅
の
中
若
く
は
傍
生
の
中
に
も
︑
一
切
不
空
如
来

不
空
毘
盧
遮
那
如
来
真
実
本
願
大
潅
頂
光
明
真
言
神
通
威
力
加
持
土

砂
の
力
を
以
て
︑
時
に
応
じ
て
即
ち
光
明
の
身
を
得
︑
及
び
諸
罪
報

を
除
き
苦
む
所
の
身
を
捨
て
︑
四
方
極
楽
国
に
往
き
︑
蓮
華
に
化
生

し
て
乃
ち
菩
提
に
至
り
︑
更
に
堕
落
せ
ず
︒

(原
漢
文
)

と
あ
る
こ
と
に
拠
る
と
言
わ
れ
る
が
︑
我
が
国
で
は
平
安
時
代
に
源
信

(
9
8
2
-
1
0
1
7
)
や
慶
滋
保
胤

(
-
1
0
0
2
)
等
か
ら
唱
え
ら
れ(4
)

︑
鎌
倉
時
代
に

明
恵
上
人
高
弁

(
1
1
7
3
-
1
2
3
2
)
の
主
唱
に
よ
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
︒

明
恵
上
人
の
こ
の
秘
法
に
関
す
る
著
作
に
は
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進

記
﹄
(安
貞
元
年
︹
1
2
2
7︺
成
)︑﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
別
記
﹄
(安
貞
二

年
︹
1
2
2
8︺
成
)︑﹃
加
持
土
砂
略
作
法
﹄
(成
立
年
未
詳
)が
あ
る
が

(本

稿
で
の
引
用
は
﹃
日
本
大
蔵
経
﹄
に
よ
る
︒
以
下
引
用
の
後
に
示
し
た
頁

は
こ
の
書
に
よ
る
)︑
例
え
ば
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
に
は
光
明
真

言
土
砂
の
効
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

夫そ
れ

︑
光
明
真
言
ノ
土
砂
ト
申
ス
ハ
︑
一
切
如
来
ノ
大
秘
密
ノ
法
也
︒

(中
略
)
シ
カ
ル
ニ
真
言
ニ
ツ
キ
テ
物
ヲ
加
持
ス
ル
ト
申
ス
事
ア
リ
︒

其
作
法
ハ
真
言
行
者
ノ
ナ
ラ
ヒ
ツ
タ
フ
ル
事
也
︒
此
真
言
ニ
テ
ス
ナ

ゴ
ヲ
加
持
シ
ツ
レ
バ
︑
此
ス
ナ
ゴ
ス
ナ
ハ
チ
真
言
ノ
一
一
ノ
文
字
ト

ナ
リ
テ
︑
此
真
言
ノ
字
義
ヲ
具
足
シ
︑
句
義
ヲ
成
就
シ
テ
︑
其
ス
ナ

ゴ
ヲ
亡
者
ノ
カ
バ
ネ
︑
ハ
カ
ノ
ウ
ヘ
ニ
モ
チ
ラ
シ
ツ
レ
バ
︑
此
亡
者

一
生
ノ
ア
ヒ
ダ
ヲ
モ
キ
ツ
ミ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
︑
一
分
ノ
善
根
ヲ
モ
修
セ

ズ
シ
テ
︑
無
間
地
獄
等
ニ
ヲ
チ
タ
レ
ド
モ
︑
コ
ノ
ス
ナ
ゴ
タ
チ
マ
チ

ニ
真
言
ノ
ヒ
カ
リ
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
︑
罪
苦
ノ
ト
コ
ロ
ニ
ヲ
ヨ
ブ
ニ
︑
其

ツ
ミ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
キ
エ
テ
︑
極
楽
世
界
ヘ
往
生
ス
ル
也
︒

(上
巻
p
.2
1
7
)

ま
た
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進
別
記
﹄
に
は
︑
そ
の
功
徳
は
死
後
だ
け
で

は
な
く
在
生
の
時
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
る
︒

信
仰
ノ
心
深
キ
人
︑
在
世
ノ
時
其
身
ニ
帯
セ
バ
︑
現
世
ニ
ハ
其
身
ノ

マ
モ
リ
ト
成
リ
︑
後
生
ニ
ハ
出
離
ノ
大
益
ヲ
成
ズ
ベ
シ
︒
若も
し

然
ラ
ズ

シ
テ
墓
ニ
散
ス
ト
云
文
ヲ
守
ラ
バ
︑
五
逆
罪
人
ノ
墓
ニ
散
ス
ト
見
ヘ

タ
レ
バ
ト
テ
︑
五
逆
ヲ
造
ラ
ザ
ン
人
ノ
墓
ニ
ハ
散
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
意

得
ベ
シ
ヤ
︒
若
罪
人
ヲ
ソ
ラ
救
フ
︒
況
ヤ
善
人
ヲ
ヤ
ト
意
ヲ
得
バ
︑

明
恵
上
人
の
砂

三



墓
ニ
チ
ラ
ス
ニ
尚
大
利
ア
リ
︒
況
ヤ
其
身
ニ
持タ
モ

タ
ラ
ン
ヲ
ヤ
︒
没
後

猶
利
益
ア
リ
︑
況
ヤ
在
世
ヨ
リ
信
ゼ
ン
ヲ
ヤ
︒
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
談
ズ

ル
ハ
即
チ
経
文
ノ
心
ヲ
得
ル
ナ
リ
︒

(
p
p
.2
4
9
-
5
0
)

弟
子
の
喜
海
の
記
し
た
﹃
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
﹄
に
﹁
安
貞
二
年
九

月
の
比こ
ろ

よ
り
︑
光
明
真
言
の
法
に
よ
っ
て
土
砂
加
持
あ
り
﹂
と
あ
り
︑
こ

れ
ら
の
書
物
が
書
か
れ
る
以
前
か
ら
明
恵
上
人
は
︑
こ
の
秘
法
を
行
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
そ
う
し
た
明
恵
上
人
の
実
践
や
著
作
に
よ
っ
て
︑

こ
の
秘
法
は
民
衆
の
間
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
︑
中
世
以
降
の
文

学
の
中
に
も
し
ば
し
ば
現
れ
て
く
る
︒
例
え
ば
︑

○
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄

定ジ
ヤ
ウ

に
し
て
頸
を
ば
渡
さ
れ
け
る
な
り
︒
獄
門
の
木
に
懸
け
ら
れ
て

後
︑
御オ

室ム
ロ

よ
り
申
さ
れ
て
︑
骨
を
ば
高カ
ウ

野ヤ

に
送
ら
れ
て
︑
様
々
御
追

善
有
り
け
る
な
り
︒
土ド

砂シ
ヤ

加カ

持ヂ

の
功
徳
︑
な
ほ
無
間
の
苦
を
免
る
と

い
へ
り
︒

(巻
三
十
八
)

○
無
住
﹃
沙
石
集
﹄

光
明
真
言
は
儀
軌
の
説
に
﹁
已
に
悪あ
く

行ご
ふ

に
よ
り
て
地
獄
に
落
ち
て
︑

苦
を
受
く
る
事
ひ
ま
も
な
し
︒
異い

熟
じ
ゆ
く

の
果く
は

定
ま
れ
る
者
を
︑
行
ぎ
ょ
う

人に
ん

あ
り
て
︑
土ど

沙し
や

を
加か

持じ

し
て
︑
亡
者
の
墓む

所し
よ

に
散
ら
せ
ば
︑
土
砂
よ

り
光
明
を
放
ち
て
亡
者
の
魂
を
導
き
︑
極
楽
へ
送
る
﹂
と
云
へ
り
︒

(巻
二
の
七
)

○
近
松
門
左
衛
門
﹃
心
中
万
年
草
﹄

久
米
之
介
身
を
か
く
し
立
か
へ
れ
ば
骨こ

つ

桶お
け

に
︑
樒
し
き
み

を
そ
へ
て
残
し

た
り
押
し
戴
き
三
拝
し
︑
分
け
て
給
は
る
骨こ
つ

肉に
く

を
ひ
と
つ
に
返
へ
す

阿あ

字じ

本ほ
ん

不ふ

生
し
や
う

︑
阿
字
の
一
刀た
う

是
也
と
喉
の
ん
ど

に
ぐ
つ
と
突
き
立
て
︑
死

骸
の
上
に
の
り

(
乗
・
法
)
の
花
梅
と
枕
を
な
ら
べ
け
る
︒
地
水
火

風
の
風
の
山
水
は
谷
水
土
は
又
︑
土
砂
の
功
徳
の
真
言
秘
密
︑
善
男

子
善
女
人
堂
心
中
︑
か
く
と
ぞ
聞
こ
へ
け
る
︒

(下
)

と
な
ど
見
え
︑
江
戸
の
雑
俳
に
も
︑

土
砂
の
入
る
往
生
を
す
る
衣
川

(
誹
風
柳
樽
・
三
︑
明
和
五
年
)

次
信
に
お
手
づ
か
ら
土
砂
か
け
ら
る
ゝ

(
卯
花
か
つ
ら
︑
正
徳
元
年
)

土
砂
か
け
て
ど
ふ
や
ら
か
ふ
や
ら
仏
也(

類
字
折
句
集
︑
宝
暦
十
二
年
)

つ
む
じ
風
土
砂
加
持
ほ
ど
に
踊
る
砂

(
新
編
柳
樽
・
二
十
八
︑
弘
化
三
年
)

と
見
え
る
︒
ま
た
︑
浄
瑠
璃
や
雑
俳
な
ど
に
は
﹁
ど
し
ゃ
を
か
け
た
よ

う
﹂
と
い
う
比
喩
も
見
え
る
︒﹁
(
土
砂
加
持
を
し
た
沙
を
か
け
る
と
硬
直

し
た
死
体
も
柔
ら
か
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
)
急
に
態
度
が
柔
ら
ぎ
︑

明
恵
上
人
の
砂
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弱
々
し
く
な
る
さ
ま
︒
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
に
な
る
さ
ま
﹂
(﹃
日
本
国
語
大
辞

典
﹄
)
を
言
う
︒

3

と
こ
ろ
で
︑
土
砂
を
加
持
す
る
こ
と
は
チ
ベ
ッ
ト
の
経
典
で
は
見
あ
た

ら
ず
︑
イ
ン
ド
の
原
典
に
存
在
し
た
と
し
て
も
中
国
で
過
大
に
増
幅
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
︒
ま
た
︑﹃
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
﹄﹃
不

空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
潅
頂
光
真
言
経
﹄
が
出
来
る
以
前
に
も
中
国
で
は

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
︑﹁
七
世
紀
末
八
世
紀
初
頭
の
も
の
は
後

の
も
の
に
較
べ
る
と
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
﹂
あ
っ
た
と
さ
れ
る(5
)

︒

本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
菩
提
流
支
ま
た
不
空
の
訳
し
た
経
典
で
は

﹁
加
持
土﹅

砂﹅

﹂
と
あ
る
の
に
対
し
て
︑
そ
の
﹁
七
世
紀
末
八
世
紀
初
頭
﹂

の
仏
典
で
は
﹁
土
﹂
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る(6
)
︒

杜
甫
行
顗
訳

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

(六
七
九
年
)

↓

｢土
｣

地
婆
詞
羅
訳

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

(六
八
二
年
)

↓

｢呪
土
﹂

仏
陀
波
利
訳

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

(六
八
三
年
)

↓

｢土
｣

地
婆
詞
羅
訳

最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
業
障
呪
経

(六
八
七
年
)

↓

｢黄
土
・
呪
土
﹂

義
浄
訳

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

(七
一
〇
年
)

↓

｢浄
土
﹂

ま
た
︑
八
世
紀
後
期
の
法
祟
訳
﹃
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
跡
義
記
﹄
(
七

七
五
年
)
に
も
︑

若
有
二

先
亡
処
浄
土
十
一
把
一

︑
誦
二

此
真
言
二
十
一
遍
一

︑
散
二

其
亡

者
人
身
骨
之
体
一

︑
即
得
レ

離
レ

苦
︒

と
あ
り
︑
成
立
年
が
不
明
で
偽
作
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
︑
善
無

畏
訳
﹃
尊
勝
仏
頂
修
瑜
伽
法
軌
義
﹄
の
第
十
法
に
も
︑

若
有
下

人
欲
レ

得
レ

救
二

一
切
畜
生
罪
苦
一

者
上

︑
取
二

黄
浄
土
一

以
二

真

言
一

加
持
二
十
一
遍
︑
散
二

於
畜
生
身
上
一

及
散
二

四
方
一

︑
即
得
二

罪

苦
消
滅
一

︒

と
あ
り
︑
第
二
十
九
法
に
も
﹁
悉
取
二

行
者
坐
処
土
一

散
之
時
︑
亡
者
即

得
二

離
レ

苦
解
脱
一

﹂
と
あ
り
︑
第
三
十
一
法
に
も
﹁
預
二

於
山
前
一

誦
二

真

言
一

二
十
一
遍
︑
加
二

持
黄
土
一

七
遍
﹂
と
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
時
代
は
降
る

が
︑
宋
の
元
照
律
師

(
1
0
4
8
-
1
1
1
6
)
の
﹃
芝
園
集
﹄
﹁
秀
州
呂
氏
霊
骨

賛
﹂
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る(7
)

︒

秀
州
海
塩
広
陳
鎮
座
普
照
院
釈
智
円
母
喪
︒
以
二

遺
骨
一

盛
二

於
小

匣
一

日
誦
二

毘
盧
潅
頂
呪
一

︒
加
二

持
浄
土
一

覆
二

于
骨
上
一

︒
殆
至
レ

盈
レ

尺
︒
一
日
頂
骨
忽
湧
二

於
土
面
一

︒
初
不
二

以
為
一
レ

然
︒
仍
レ

旧
覆
レ

之
︒

翌
日
復
爾
︒
衆
皆
驚
駭
︒
(
下
略
)

秀
州
海
塩
広
陳
鎮
座
普
照
院
釈
智
円
の
母
喪
す
︒
遺
骨
を
以
て
小

明
恵
上
人
の
砂
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匣
に
盛い

れ
︑
日
に
毘
盧
潅
頂
呪
を
誦
し
て
浄
き
土
を
加
持
し
て
骨

の
上
を
覆
ふ
︒
殆
ん
ど
尺
に
盈
る
に
至
る
︒
一あ
る

日ひ

︑
頂
骨

(頭
の

骨
)
忽
ち
に
土
面
に
湧
く
︒
初
め
以
て
然
り
と
為
さ
ず
︑
旧
に
仍

て
之
を
覆
ふ
︒
翌
日
復ま

た
爾し
か

り
︒
衆
皆
驚
駭
す
︒
(下
略
)

こ
の
よ
う
に
菩
提
流
支
訳
ま
た
不
空
訳
の
経
典
で
は
﹁
土
砂
﹂
と
書
か

れ
て
い
る
も
の
が
︑
そ
れ
以
前
の
経
典
で
は
﹁
土
﹂
と
の
み
書
か
れ
︑
ま

た
そ
れ
以
後
で
も
実
際
に
土
を
用
い
て
い
る
例
も
あ
る
︒
こ
の
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
︒

あ
る
い
は
﹁
土
砂
﹂
は
土
の
よ
う
に
極
め
て
細
か
い
砂
と
い
う
意
味
で

あ
り
︑
そ
れ
を
﹁
土
﹂
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か(8
)

︒
あ
る
い
は

﹁
土
砂
﹂
と
い
う
語
は
土
と
砂
を
意
味
し
︑
加
持
す
る
も
の
は
そ
の
ど
ち

ら
か
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り(9
)

︑
多
く
は
も
っ
ぱ
ら
土
が
用
い
ら
れ

て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
︒
い
ず
れ
と
も
決
し
が
た
い
が
︑

加
持
土
砂
は
中
国
に
お
い
て
︑
殯
か
ら
改
葬
へ
︑
荒
魂
か
ら
和
魂
へ

の
必
要
欠
か
ざ
る
手
続
き
で
は
な
か
っ
た
か
︒
骨
に
散
じ
た
り
︑
或

は
霑
じ
る
と
い
っ
た
行
為
は
洗
骨
や
焼
骨
の
よ
う
な
﹁
浄
化
﹂
す
る

役
割
を
担
っ
た
︑
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
土
砂
で
あ
る

こ
と
は
土
葬
と
深
く
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
し
︑
二
次
的
な
埋
葬
に
お

い
て
殯
を
経
て
成
仏
し
た

(祖
霊
化
し
た
)
魂
の
住
所

(仏
刹
土
)

に
適
わ
せ
る
た
め
に
は
︑
真
言
で
加
持
し
た
光
を
と
も
な
う
浄
土
で

な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
︒

と
す
る
論(10
)

も
あ
り
︑
こ
れ
に
よ
る
と
土
を
用
い
る
の
が
本
来
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

い
ず
れ
に
せ
よ
︑
中
国
に
お
い
て
は
﹁
土
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
︑
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
明
恵
上
人
は
砂
を
用
い
て
お
り
︑
今
日

で
も
近
畿
四
国
中
国
地
方
一
帯
の
寺
院
で
は
土
砂
加
持
は
広
く
行
わ
れ
て

い
る
が
︑
白
砂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
本
稿
で
考
え
た
い
の

は
こ
の
こ
と
で
あ
る
︒
な
ぜ
明
恵
上
人
ま
た
現
在
の
日
本
で
は
砂
の
み
が

用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒

4

明
恵
上
人
以
前
に
加
持
土
砂
の
功
徳
を
唱
え
た
源
信
の
﹁
二
十
五
三
昧

起
請
﹂
に
は
﹁
可
下

以
二

光
明
真
言
加
持
土
砂
一

置
中

亡
者
骸
上

事
﹂
な
ど
と

見
え
︑﹁
土
砂
﹂
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
明
恵
上
人
も
ま
た
﹁
土
砂
﹂

と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
︒
例
え
ば
﹃
光
明
真
言
土
砂

勧
進
記
﹄
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る

(文
中
に
﹁
土
﹂
が
一
例
見
ら
れ

る
が
︑
明
恵
上
人
手
訂
定
稿
本
に
は
﹁
土
ト
シ
テ
﹂
の
部
分
が
な
く
︑
他

に
も
﹁
土
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
例
は
な
い
︒
お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
)︒

明
恵
上
人
の
砂
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ヲ
ホ
ヨ
ソ
仏
法
ノ
見
聞
ノ
功
徳
ハ
ナ
ハ
ダ
フ
カ
シ
︒
須
弥
山
ト
申
ス

山
ハ
︑
金
銀
︑
吠
瑠
璃
︑
頗
圭
︑
迦
宝
ト
申
ス
四
宝
ニ
成
ゼ
ラ
レ
タ

リ
︒
モ
ロ
モ
ロ
ノ
ト
リ
︑
其
方
面
ニ
ト
ブ
コ
ト
ア
レ
バ
︑
悉
ク
ソ
ノ

イ
ロ
ニ
同
ズ
︒
北
方
ハ
金
色
ナ
レ
バ
︑
キ
タ
ニ
ソ
ヒ
テ
ト
ブ
ニ
ハ
︑

ト
リ
金
色
ニ
ナ
ル
︒
余
方
モ
又
シ
カ
リ
︒
コ
ノ
真
言
ノ
功
徳
モ
又
カ

ク
ノ
ゴ
ト
シ
︒
土
砂
此
真
言
ノ
加
持
ヲ
エ
テ
︑
土
ト
シ
テ
真
言
ノ
功

徳
ヲ
ソ
ナ
フ
︒
衆
生
此
土
砂
ニ
チ
カ
ヅ
ケ
バ
︑
又
土
砂
ノ
功
徳
ヲ
ウ

ツ
ス
ナ
リ
︒
シ
カ
レ
バ
青
丘
大
師
ノ
土
砂
ニ
ア
フ
ヲ
有
縁
ト
ス
ト
判

ジ
タ
マ
ヘ
ル
コ
ト
︑
イ
ミ
ジ
ク
覚
ユ
︒
マ
コ
ト
ニ
仏
法
ニ
縁
ナ
キ
コ

ト
ニ
ゾ
カ
ナ
シ
ム
ベ
キ
ニ
︑
此
土
砂
ノ
方
便
ニ
ヨ
リ
テ
︑
衆
生
ヲ
シ

テ
仏
法
ノ
有
縁
ヲ
成
ゼ
シ
ム
コ
ト
︑
ヤ
ス
キ
事
也
︒

(上
巻
p
.2
2
0
)

こ
の
文
章
は
加
持
土
砂
の
原
理
を
説
い
た
箇
所
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑

﹁
土
砂
﹂
と
い
う
語
は
菩
提
流
支
訳
﹃
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
﹄
や
不
空

訳
﹃
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
潅
頂
光
真
言
﹄
に
﹁
加
持
土
砂
﹂
と
あ
る

の
に
従
っ
て
︑
言
わ
ば
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒
後

に
示
す
よ
う
に
実
際
に
そ
の
作
法
や
功
徳
な
ど
を
具
体
的
に
説
明
し
た
箇

所
で
は
﹁
イ
サ
ゴ
﹂
あ
る
い
は
﹁
ス
ナ
ゴ
﹂﹁
細
砂
﹂
の
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
明
恵
上
人
の
文
章
に
﹁
土
砂
﹂
が
使
わ
れ
て
い

て
も
︑
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
砂
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

｢イ
サ
ゴ
﹂
﹁
ス
ナ
ゴ
﹂﹁
細
砂
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
例
は
︑
先
に
2
節

に
引
用
し
た
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
の
文
章
に
も
見
ら
れ
た
が
︑
な

お
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る

(破
線
を
引
い
た
の

は
後
に
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
)︒

○
問
テ
云
︑
シ
カ
ラ
バ
真
言
師
フ
カ
キ
山
ノ
中
ニ
住
セ
ラ
ム
ニ
︑
其
ホ

ト
リ
ニ
ハ
細
砂
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
︒
シ
カ
ル
ニ
此
功
能
ヲ
キ
キ
テ
土
砂

ヲ
要
セ
ム
人
︑
サ
ト
ノ
不
浄
所
ノ
土
砂
ヲ
ト
リ
テ
︑
深
山
ヘ
ヲ
ク
リ

テ
︑
加
持
ヲ
申
シ
ウ
ケ
ム
事
ハ
︑
ハ
バ
カ
リ
ナ
ラ
ム
ヤ
︒

答
テ
云
︑
カ
ヘ
ス
ガ
ヘ
ス
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
︒
真
言
加
持
ノ
法

ハ
︑
諸
事
キ
ハ
メ
テ
清
浄
ニ
シ
テ
成
就
ス
ル
事
也
︒
モ
シ
ケ
ガ
ル
ル

事
ア
レ
バ
大
力
ノ
田
比
毗
那
夜
迦
等
タ
ヨ
リ
ヲ
エ
テ
︑
ソ
ノ
悉
地
ヲ

障
礙
ス
︒
シ
カ
レ
バ
タ
ト
ヒ
山
ヲ
コ
ヘ
タ
ニ
ヲ
ヘ
ダ
ツ
ル
ワ
ヅ
ラ
ヒ

ア
リ
ト
モ
︑
キ
ハ
メ
テ
キ
ヨ
カ
ラ
ム
ト
コ
ロ
ノ
イ
サ
ゴ
ヲ
ト
リ
テ
︑

ア
タ
ラ
シ
カ
ラ
ム
ウ
ツ
ハ
モ
ノ
ニ
入
テ
︑
真
言
師
ノ
モ
ト
ヘ
ヲ
ク
ラ

バ
︑
真
言
師
又
大
願
ヲ
オ
コ
シ
︑
慈
悲
ニ
住
シ
テ
︑
本
尊
ノ
御
前
ニ

シ
テ
︑
ネ
ム
ゴ
ロ
ニ
祈
願
ス
︒

(
上
巻
p
.2
4
1
)

○
問
テ
云
︑
仏
像
等
ハ
諸
根
相
好
ヲ
キ
ザ
ミ
ア
ラ
ハ
セ
バ
是
ヲ
拝
シ
タ

テ
マ
ツ
ル
ニ
︑
信
ヲ
コ
リ
ヤ
ス
シ
︒
此
土
砂
ハ
其
カ
タ
チ
様
モ
ナ
キ

ス
ナ
ゴ
ナ
レ
バ
︒
フ
カ
キ
効
能
ヲ
キ
ク
ト
イ
ヘ
ド
モ
︑
信
心
ヲ
コ
リ

明
恵
上
人
の
砂
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ガ
タ
シ
︒
信
心
マ
タ
カ
ラ
ズ
バ
効
能
モ
マ
タ
カ
ラ
ズ
ヤ
ア
ル
ベ
キ
︒

答
テ
云
︑
(中
略
)
キ
ミ
ガ
眼
ノ
マ
ヘ
ニ
︑
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ
イ
サ
ゴ
ト

ミ
テ
︑
心
ノ
ウ
チ
ニ
加
持
ノ
協
ヲ
信
ゼ
ザ
ル
ハ
︑
マ
ヅ
イ
サ
ゴ
ト
シ

ラ
バ
︑
イ
サ
ゴ
ハ
ナ
ニ
物
ゾ
ヤ
︒

答
テ
云
︑
イ
サ
ゴ
ト
申
ス
ハ
︑
青
黄
等
ノ
色
コ
ト
ニ
シ
テ
方
円
等
ノ

カ
タ
チ
ヲ
ナ
ジ
カ
ラ
ズ
︒
カ
タ
チ
コ
マ
カ
ニ
シ
テ
一
聚
ヲ
ナ
セ
リ
︒

是
ヲ
イ
サ
ゴ
ト
名
ク
︒

問
テ
云
︑
シ
カ
ラ
バ
草
木
等
モ
︑
青
黄
等
ノ
イ
ロ
方
円
等
ノ
カ
タ
チ

コ
ト
ナ
リ
︒
是
ハ
イ
サ
ゴ
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
︒

答
テ
云
︑
カ
レ
ハ
大
ニ
シ
テ
カ
タ
カ
ラ
ズ
︒
イ
サ
ゴ
ハ
カ
タ
ク
シ
テ

コ
マ
カ
ナ
リ
︒
(下
略
)

(下
巻
p
p
.2
3
4
-
3
5
)

○
詰
シ
テ
云
︑
シ
カ
ラ
バ
イ
サ
ゴ
ヲ
モ
シ
ラ
ズ
︑
咒
法
モ
シ
ラ
ズ
︒
モ

シ
ト
モ
ニ
シ
ラ
ズ
バ
︑
タ
ダ
大
聖
ノ
所
説
ヲ
信
ズ
ベ
シ
︒
大
聖
ハ
イ

サ
ゴ
ヲ
モ
シ
リ
︑
咒
法
ヲ
モ
シ
リ
タ
マ
ヘ
リ
︒
諸
仏
常
依
二
諦
法
ト

イ
フ
ハ
是
也
︒
(中
略
)
イ
サ
ゴ
ハ
是
衆
多
ノ
極
微
合
成
セ
リ
︒
極

微
ハ
聚
集
シ
テ
カ
リ
ニ
ア
リ
︒
離
散
シ
テ
ハ
其
体
ム
ナ
シ
︒

(下
巻
p
.2
3
6
)

ま
た
︑﹁
散
砂
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
︒

○
答
テ
云
︑
臨
終
ニ
正
念
ミ
ダ
レ
ズ
ト
テ
ヲ
ハ
ラ
ム
人
ハ
︑
ナ
ン
ゾ
カ

ナ
ラ
ズ
シ
モ
土
砂
ノ
利
益
ヲ
タ
ノ
マ
ム
︒
一
生
善
分
ナ
キ
人
他
人
散

砂
ノ
利
益
ヲ
ウ
ク
︒
(中
略
)
是
則
重
罪
無
福
ノ
極
重
悪
人
︑
タ
ダ

他
人
散
砂
ノ
力
ニ
ヨ
リ
テ
︑
浄
土
ノ
宝
華
ニ
カ
タ
チ
ヲ
ウ
ク
レ
バ
︑

イ
ハ
ム
ヤ
生
前
ニ
ワ
ヅ
カ
ニ
モ
信
仰
ヲ
シ
タ
シ
︑
発
願
セ
ラ
レ
ム
人

ハ
︑
タ
ト
ヒ
罪
人
ナ
リ
ト
モ
速
疾
ノ
勝
利
ウ
タ
ガ
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事

也
︒

(上
巻
p
.2
2
5
)

イ
サ
ゴ
は
奈
良
時
代
以
前
に
は
石
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
を
も
指
す
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
︑
平
安
時
代
に
は
ス
ナ
ゴ
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
の
も
の
を
指
し
た
よ
う
で
あ
る
︒
﹃
新
撰
字
鏡
﹄
(昌
泰
年
間
︹
8
9
8
-

9
0
1︺
成
)
に
﹁
珪
︿
石
微
細
而
随
レ

風
飛
也
︒
伊い

佐さ

古ご

︑
一
云
須す

奈な

古ご

﹀﹂︹
享
和
本
︺
と
あ
り
︑
図
書
寮
本
﹃
色
葉
字
類
抄
﹄
(十
一
︑
二
世

紀
頃
成
)
に
も
﹁
砂
⁝
以い

佐さ

古ご

︑
一
云
須す

奈な

古ご

﹂
と
あ
る
︒﹃
光
明
真
言

土
砂
勧
進
記
﹄
で
も
ま
た
﹁
イ
サ
ゴ
ヲ
カ
ゼ
ノ
フ
キ
タ
テ
タ
ル
ハ
︑
ク
モ

キ
リ
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
﹂
(
上
巻

p
.2
2
7
)︑﹁
イ
サ
ゴ
ハ
是
衆
多
ノ
極
微
合

成
セ
リ
︒
極
微
ハ
聚
集
シ
テ
カ
リ
ニ
ア
リ
︒
離
散
シ
テ
ハ
其
体
ム
ナ
シ
﹂

(下
巻

p
.2
3
6
)
な
ど
と
あ
り
︑
風
に
飛
び
︑
さ
ら
さ
ら
と
手
か
ら
流
れ

落
ち
る
よ
う
な
砂
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
青
黄
等
ノ
色
コ
ト
ニ
シ
テ
方
円
等
ノ

カ
タ
チ
ヲ
ナ
ジ
カ
ラ
ズ
︒
カ
タ
チ
コ
マ
カ
ニ
シ
テ
一
聚
ヲ
ナ
セ
リ
﹂
(
p
.

2
3
4
)
と
あ
り
︑
現
在
は
白
砂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
︑
明
恵
上

明
恵
上
人
の
砂

八



人
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
や
色
の
も
の
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

5

真
言
を
加
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
浄
化
さ
れ
る
の
は
土
砂
だ
け
で
は

な
い
︒
真
言
の
加
持
を
受
け
た
も
の
は
す
べ
て
そ
の
功
徳
を
得
る
と
さ
れ

る
︒﹃
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
潅
頂
光
真
言
﹄
に
︑

若も

し
諸
鬼
神
魍
魎
の
病
に
は
五
色
の
線
素
を
加
持
す
る
こ
と
一
百
八

結
し
て
︑
そ
の
病
者
の
腰
腎
頂
上
に
繋
れ
ば
則
ち
除
差
す
︒

若
し
諸
の
瘧
病
に
は
白
線
素
を
加
持
す
る
こ
と
一
百
八
結
し
て
︑
頭

頂
の
上
に
繋
け
︑
衣
を
加
持
し
て
着
せ
し
む
れ
ば
即
ち
除
差
せ
し
む
︒

若
し
石
菖
蒲
を
加
持
す
る
こ
と
一
千
八
十
遍
し
て
こ
れ
を
捨
つ
︒
他

と
相
対
し
て
談
論
す
る
時
は
即
ち
勝
て
他
伏
せ
ら
る
︒

等
々
と
あ
り

(原
漢
文(11
)
)︑﹃
岩
波
仏
教
辞
典
﹄
に
よ
る
と
︑
供
物
︑
念
珠
︑

香
水
な
ど
を
浄
化
す
る
﹁
供
物
加
持
﹂﹁
念
珠
加
持
﹂﹁
香
水
加
持
﹂
な
ど

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
︒

明
恵
上
人
は
特
に
土
砂
加
持
を
重
視
し
た
こ
と
に
な
る
が
︑
そ
れ
は

﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
こ
と
か
ら
判

断
す
る
と
︑
華
厳
経
の
祖
師
青
丘
大
師
の
﹁
遊
心
安
楽
道
﹂
と
い
う
書
の

影
響
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒

シ
カ
レ
バ
青
丘
大
師
ト
申
ス
祖
師
︑
遊
心
安
楽
道
ト
申
ス
極
楽
往
生

ノ
フ
ミ
ヲ
︑
ツ
ク
リ
マ
ヘ
ル
中
ニ
︑
問
答
シ
テ
イ
ハ
ク
︑
善
縁
ア
ヒ

テ
九
品
ノ
往
生
ヲ
ト
グ
ル
事
ハ
︑
聖
経
ノ
文
義
サ
カ
リ
ナ
レ
バ
︑
ウ

タ
ガ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ニ
タ
ラ
ズ
︒
モ
シ
衆
生
ア
リ
テ
罪
業
ヲ
ノ
ミ
ツ
ミ
テ
︑

ス
ベ
テ
善
根
ノ
タ
ク
ハ
ヘ
ナ
キ
モ
ノ
︑
ス
デ
ニ
三
途
ニ
ヲ
チ
テ
苦
報

ヲ
ウ
ク
ル
ヲ
︑
方
便
シ
テ
カ
レ
ヲ
ス
ク
ヒ
テ
︑
極
楽
界
ニ
往
生
セ
シ

ム
ル
コ
ト
ア
リ
ヤ
ト
問モ

ン

ジ
テ
︑
コ
レ
ヲ
答タ
ウ

ス
ル
ニ
此
光
明
真
言
ノ
土

砂
ノ
利
益
ヲ
イ
ダ
セ
リ
︒
則
不
空
羂
索
経
ヲ
ヒ
キ
テ
イ
ハ
ク
︑
モ
シ

衆
生
ア
リ
テ
十
悪
五
逆
等
ノ
モ
ロ
モ
ロ
ノ
ツ
ミ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
︑
悪
道

ニ
ヲ
チ
タ
ラ
ム
ニ
︑
此
真
言
加
持
ノ
土
砂
ヲ
︑
モ
シ
ハ
カ
バ
ネ
ノ
ウ

ヘ
ニ
モ
︑
モ
シ
ハ
ハ
カ
ノ
上
ニ
モ
チ
ラ
サ
バ
︑
カ
ノ
亡
者
地
獄
餓
鬼

修
羅
畜
生
ノ
中
ニ
モ
ア
レ
︑
此
一
切
如
来
真
実
本
願
大
権
現
光
明
真

言
加
持
土
砂
ノ
チ
カ
ラ
ニ
ヨ
リ
テ
︑
光
明
ソ
ノ
ミ
ニ
ヲ
ヨ
ブ
コ
ト
ヲ

エ
テ
︑
モ
ノ
モ
ノ
ノ
罪
報
ヲ
ノ
ゾ
キ
テ
︑
極
楽
国
土
ニ
ユ
キ
テ
︑
蓮

華
ヨ
リ
化
生
シ
テ
︑
ス
ス
ミ
テ
無
上
菩
提
ヲ
ウ
ベ
シ
ト
イ
フ
経
文
ヲ

ヒ
キ
テ
︑
其
ス
ヘ
ニ
述
懐
ス
ル
中
ニ
イ
ハ
ク
︑
他
作
自
受
ノ
コ
ト
ハ

リ
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
︑
縁
起
難
思
ノ
チ
カ
ラ
ア
リ
︒
則
シ
リ
ヌ
︑
此

呪
砂
ニ
ア
ハ
ズ
バ
︑
カ
ノ
罪
人
ウ
カ
ブ
コ
ト
ナ
カ
ラ
ム
︒
サ
イ
ハ
イ

ニ
コ
ノ
光
明
真
言
ニ
ア
ヘ
リ
︒
土
砂
ニ
合
ス
ル
コ
ト
カ
タ
カ
ラ
ズ
︒

明
恵
上
人
の
砂

九



心
ア
ラ
ム
人
タ
レ
カ
奉
行
セ
ザ
ム
ト
イ
ヘ
リ
︒

(上
巻
p
.2
1
8
)

注
目
さ
れ
る
の
は
︑
右
の
青
丘
大
師
の
﹁
遊
心
安
楽
道
﹂
か
ら
の
引
用

文
中
に
﹁
呪
砂
﹂
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒
右
の
引
用
は
原

文
が
ほ
ぼ
忠
実
に
読
み
下
さ
れ
た
形
で
な
さ
れ
て
お
り
︑﹁
呪
砂
﹂
も
原

文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
︒
さ
ら
に
右
に
引
用
の
後
の
原
文
に
も

﹁
散
二

砂
墓
上
一

尚
遊
二

彼
界
一

︒
況
乎
呪
レ

衣
着
レ

身
聆
レ

音
誦
レ

字
者
矣
﹂
と

見
え
る(12
)
︒
し
た
が
っ
て
︑
唐
の
青
丘
大
師
は
砂
を
用
い
て
お
り
︑
明
恵
上

人
は
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
明
恵
上
人
は
無

批
判
に
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
︒

『光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
︒

コ
コ
ニ
儀
軌
本
経
ニ
相
応
物
ト
申
シ
テ
︑
草
木
土
砂
等
ヲ
加
持
シ
テ
︑

悉
地
ヲ
成
就
ス
ル
事
ヲ
ト
ケ
リ
︒
ソ
ノ
中
ニ
今
此
土
砂
ヲ
加
持
シ
テ
︑

与
楽
抜
苦
ノ
悉
地
ヲ
成
ズ
ル
事
ハ
︑
真
言
ノ
体
性
ハ
甚
深
ナ
リ
︒
土

砂
ハ
モ
ト
ヨ
リ
衆
生
ノ
業
増
上
力
ニ
ヨ
リ
テ
︑
変
現
ス
ル
体
性
ナ
レ

バ
︑
衆
生
妄
情
ノ
所
縁
也
︒
如
来
ノ
大
智
ノ
力
︑
光
明
真
言
ノ
法
力

ヲ
是
ニ
ク
ハ
フ
レ
バ
︑
土
砂
是
ヲ
タ
モ
チ
テ
一
切
如
来
ノ
色
塵
ノ
法

門
身
ト
ナ
ル
︒
則
衆
生
身
ニ
合
シ
テ
一
体
ト
ナ
ル
ガ
故
ニ
︑
其
ノ
得

益
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ
︒
(中
略
)
土
砂
ハ
衆
生
業
力
ノ
増
上
果
ナ
ル
ガ

ユ
ヘ
ニ
︑
衆
生
ノ
身
心
ニ
合
ス
ル
ハ
︑
ヤ
キ
カ
タ
メ
タ
ル
シ
ヲ
ノ
︑

シ
ル
ア
ハ
セ
ニ
ア
フ
ガ
ゴ
ト
キ
ナ
リ
︒
(
下
略
)

(
p
.2
2
6
)

｢衆
生
ノ
業
増
上
力
﹂
の
意
味
が
よ
く
解
せ
な
い
が
︑
耕
す
行
為
に

よ
っ
て
上
質
に
な
る
土
壌
な
ど
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
︑
不
毛
の
石

が
砕
け
て
出
来
る
砂
よ
り
も
︑
穀
物
の
育
つ
土
こ
そ
が
相
応
し
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒
本
文
に
も
次
の
よ
う
な
問
い
が
書
か
れ
て
い
る
︒

問
テ
云
︒
土
砂
ハ
衆
生
業
力
ノ
増
上
果
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
得
益
相
順
ス

ト
イ
ヘ
バ
︑
一
切
ノ
草
木
等
ミ
ナ
増
上
果
也
︒
カ
レ
ヲ
加
持
シ
テ
光

明
ノ
益
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
︒
ナ
ニ
ニ
ヨ
リ
テ
カ
イ
サ
ゴ
ヲ
加
持
ス
ル
ヤ
︒

こ
れ
に
対
し
て
上
人
は
︑

此
重
ハ
秘
密
甚
深
ノ
事
相
ナ
リ
︒
タ
ダ
仰
信
ヲ
コ
ラ
ス
ベ
シ
︒

と
答
え
︑
敢
え
て
説
明
す
れ
ば
と
︑
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
︒

タ
ヤ
ス
ク
コ
ト
バ
ヲ
ヲ
コ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
︑
瑜
伽
行
法
ノ

ナ
ラ
ヒ
︑
ヲ
ヲ
ク
事
相
ノ
所
標
ニ
ツ
キ
テ
︑
観
念
ヲ
マ
ウ
ケ
タ
リ
︒

則
ミ
ヅ
ヲ
ソ
ソ
ギ
物
ヲ
キ
ヨ
メ
︑
火
ニ
ナ
ゲ
テ
諸
尊
ノ
受
用
ヲ
ア
ラ

ハ
ス
ガ
ゴ
ト
キ
ナ
リ
︒
イ
マ
コ
レ
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
所
標
ヲ
推
ス
ル
ニ
︑

イ
サ
ゴ
ヲ
カ
ゼ
ニ
フ
キ
タ
テ
タ
ル
ハ
︑
ク
モ
キ
リ
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
︑

光
明
ヲ
標
ス
ル
ニ
タ
ヨ
リ
ア
リ
︒
又
其
数
ヲ
ヲ
ク
シ
テ
如
来
ノ
無
量

ヲ
標
シ
ツ
ベ
シ
︒
シ
カ
レ
バ
一
切
如
来
ノ
五
智
ノ
光
明
ヲ
標
ス
ル
ト

キ
︑
イ
サ
ゴ
ヲ
モ
チ
ヰ
テ
相
応
物
ト
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
︒

明
恵
上
人
の
砂

一
〇



又
ク
ワ
シ
ク
真
言
ノ
句
義
ヲ
釈
ス
ル
ト
キ
︑
一
一
相
応
ス
ル
コ
ト
ア

リ
︒
イ
ハ
ユ
ル
経
ノ
中
ニ
コ
ノ
真
言
ノ
持
者
功
徳
ヲ
ト
ク
ニ
︑
一
切

如
来
ノ
大
摩
尼
種
族
ト
ナ
リ
︑
一
切
如
来
ノ
大
蓮
華
種
族
ト
ナ
リ
ネ

一
切
如
来
ノ
大
金
剛
種
族
ト
ナ
リ
︒
(中
略
)
是
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
イ

ヘ
バ
︑
此
土
砂
タ
マ
ニ
ニ
タ
レ
バ
︑
摩
尼
種
族
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
︒
ミ
ヅ

ノ
ソ
コ
ニ
テ
ク
チ
ズ
ケ
ガ
レ
ズ
蓮
華
種
族
ヲ
ラ
ハ
ス
︒
カ
タ
キ
コ
ト

ハ
金
剛
種
族
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
︒
カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
ノ
甚
深
ノ
義
ヲ
ア
ラ
ハ

シ
テ
ニ
︑
一
二
ニ
タ
ヨ
リ
ア
リ
︒
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
此
土
砂
ヲ
相
応
物

ト
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
︒

(下
巻
p
p
.2
2
7
-
8
)

風
に
吹
き
立
て
ら
れ
る
と
雲
霧
の
よ
う
に
な
り
︑
光
明
を
示
す
に
便
り

あ
り
︑
そ
の
数
の
多
さ
は
如
来
の
無
量
な
る
を
示
す
る
と
あ
る
こ
と
に
よ

れ
ば
︑
塵
埃
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
な
お
上
人
は
な

お
﹁
イ
サ
ゴ
﹂
と
言
う
︒
ま
た
︑
玉
に
似
て
︑
あ
ら
ゆ
る
苦
を
取
り
除
く

如
意
宝
珠
の
よ
う
な
摩
尼
珠

(珠
の
総
名
)
の
よ
う
で
あ
り
︑
水
の
底
に

あ
っ
て
朽
ち
ず
穢
れ
な
い
こ
と
は
︑
泥
に
も
染
ま
ず
清
浄
で
あ
る
蓮
華
と

同
じ
で
あ
り
︑
堅
い
こ
と
は
煩
悩
の
魔
を
降
伏
さ
せ
る
金
剛
と
同
じ
で
あ

る
と
言
う
︒
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
︑
土
や
泥
で
は
な
く
︑
砂
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る(13
)
︒

上
人
に
と
っ
て
光
明
真
言
は
﹁
不
空
遍
照
の
大
印
は
宝
珠
・
蓮
華
・
光

明
の
諸
徳
を
具
有
﹂
す
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
諸
徳
を
付
着
さ
せ
る
も
の

も
の
は
︑
生
物
の
腐
敗
物
を
も
含
む
不
純
な
土
で
は
な
く
︑
清
浄
な
砂
で

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
不
純
物
を
ふ
く
ま
な
い
清
浄
な

砂
だ
か
ら
こ
そ
一
粒
一
粒
が
真
言
の
光(14
)

を
放
ち
︑
衆
生
の
苦
患
を
除
き
︑

法
楽
の
境
に
導
く
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
上
人
は
考
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
︒
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
別
記
﹄
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
︒

仏
智
ヲ
凡
夫
ノ
土
砂
ニ
ク
ハ
フ
ル
ト
キ
︑
土
砂
仏
智
ノ
用
ヲ
タ
モ
ツ

ニ
ヨ
リ
テ
︑
光
明
ト
ナ
リ
テ
テ
ラ
ス
也
︒
是
則
加
持
ノ
義
也
︒
(中

略
)
土
砂
ス
デ
ニ
無
量
甚
沢
ノ
義
理
ヲ
フ
ク
メ
リ
︒
其
上
ニ
仏
力
ア

ヒ
ク
ハ
ハ
ラ
ム
ト
キ
︑
イ
カ
ナ
ル
不
思
議
ノ
コ
ト
モ
ア
ラ
ム
ニ
ナ
ン

ゾ
ア
ナ
ガ
チ
ニ
カ
タ
シ
ト
ス
ル
ニ
タ
ラ
ム
ヤ
︒

(
p
p
.2
3
7
-
8
)

此
光
明
ト
申
ス
ハ
︑
真
言
ノ
光
明
也
︒
真
言
ノ
光
明
ト
申
ス
ハ
︑
諸

仏
菩
薩
ノ
無
漏
ノ
慧
︑
土
砂
不
生
ノ
義
ヲ
照
了
ス
︒
其
ノ
用
ヲ
無
明

所
発
ノ
土
砂
ニ
加
フ
ル
時
︑
土
砂
是
ヲ
持タ
モ

チ
テ
︑
無
明
ハ
無
体
ニ
シ

テ
仏
慧
ヲ
礙さ

ヘ
ズ
︒
土
砂
ハ
不
生
ニ
シ
テ
性
質
徳
ヲ
顕
ハ
ス
︒(

p
.2
5
1
)

す
な
わ
ち
︑
砂
は
﹁
無む

明
み
ょ
う

﹂
(真
理
に
暗
い
こ
と
)
の
も
の
で
あ
り
︑

﹁
無む

体た
い

﹂
(実
体
が
無
い
こ
と
)
も
の
で
あ
り
︑
﹁
不ふ

生
し
ょ
う

﹂
(
生
を
超
越
し

て
い
る
こ
と
)
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
に
真
言
の
光
明
を
妨
げ
る
こ
と

明
恵
上
人
の
砂

一
一



な
く
︑
そ
の
感
化
を
受
け
て
真
言
そ
の
も
の
と
な
り
︑
真
言
の
力
を
発
揮

す
る
の
で
あ
る
︒﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
別
記
﹄
に
は
ま
た
︑

土
砂
ニ
自
ラ
ノ
深
キ
功
力
ナ
シ
︒
必
ズ
真
言
師
ノ
加
持
ヲ
受
テ
秘
密

ノ
土
砂
ト
ナ
ル
︒

(
p
.2
6
2
)

と
も
あ
り
︑

此
ス
ナ
ゴ
ス
ナ
ハ
チ
真
言
ノ
一
一
ノ
文
字
ト
ナ
リ
テ
︑
此
真
言
ノ
字

義
ヲ
具
足
シ
︑
句
義
ヲ
成
就
シ
テ

(
p
.2
1
7
)

と
も
あ
る
︒7

加
持
に
用
い
ら
れ
る
砂
は
︑
箱
に
詰
め
ら
れ
蔵
に
蓄
え
ら
れ
る
砂
金
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
︑
た
だ
の
砂
で
あ
る
︒﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
記
﹄

に
言
う
︑

問
云
︑
然
ラ
バ
土
砂
ノ
イ
ロ
一
色
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
︑
黄
色
ニ
シ
テ
ヒ

カ
リ
ア
ル
土
砂
ア
リ
︒
カ
レ
ハ
砂
金
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
︒

答
云
︑
ナ
ヲ
土
砂
ハ
砂
金
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
︒

問
云
︑
キ
ミ
モ
ト
ヨ
リ
青
黄
等
ノ
イ
ロ
︑
コ
ト
ニ
︑
方
円
等
ノ
カ
タ

チ
︑
ヲ
ナ
ジ
カ
ラ
ズ
シ
テ
︑
カ
タ
ク
コ
マ
カ
ナ
ル
ヲ
︑
イ
サ
ゴ
ト
イ

フ
ニ
︑
砂
金
土
砂
ニ
ミ
ナ
︑
此
義
ア
ル
ヲ
イ
ヅ
レ
ノ
ト
コ
ロ
ヲ
ワ
ケ

テ
カ
︑
土
砂
金
砂
ヲ
ナ
ジ
カ
ラ
ズ
ト
イ
フ
ヤ
︒

答
云
︑
金
砂
ハ
珍
宝
ニ
テ
︑
ハ
コ
ノ
ソ
コ
ニ
ツ
ヽ
ミ
ヲ
ケ
リ
︒
土
砂

ハ
タ
カ
ラ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
︑
タ
ダ
大
地
ニ
充
満
セ
リ
︒
例
ス
ベ
カ
ラ

ザ
ル
ナ
リ
︒

(
p
.2
3
5
)

た
だ
し
︑
明
恵
上
人
の
加
持
土
砂
は
﹁
キ
ハ
メ
テ
キ
ヨ
カ
ラ
ム
ト
コ

ロ
﹂
か
ら
得
ら
れ
た
清
浄
な
砂
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た

(
p
.2
4
1
)
︒﹃
梅
尾
明
恵
上
人
伝
記
﹄
(
下
巻
)
に
も
次
の
よ
う
な
話
が
見

え
る
︒又

或
る
時
︑
上
人
光
明
真
言
土
砂
加
持
を
せ
ん
と
て
︑
土
砂
を
取
り

寄
せ
て
加
持
し
給
ふ
に
︑
修
中
に
忽
ち
に
不
浄
の
悪
相
現
ず
る
事
︑

両
三
度
あ
り
︒
上
人

奇
あ
や
し

み
て
︑
此
の
土
砂
取
り
け
る
処
を
問
ひ
給

ふ
︒
即
ち
土
砂
の
在
所
を
見
せ
し
め
給
ふ
に
︑

傍
か
た
は
ら

に
野
犬
の
穢け
が

し

た
る
有
り
て
︑
あ
た
り
に
散
れ
り
︒
此
の
由
を
申
し
け
れ
ば
︑
其
の

後
よ
り
侍
者
の
僧
に
仰
せ
て
︑
極
め
て
清
浄
な
る
地
を
撰
び
て
取
り

て
来
る
べ
し
と
也
︒

(岩
波
文
庫
p
.1
5
3
)

ま
た
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
記
﹄
に
も
︑

シ
カ
ラ
バ
キ
ハ
メ
テ
キ
ヨ
カ
ラ
ム
所
ノ
イ
サ
ゴ
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
ベ
シ
︒

愚
身
此
事
ヲ
一
大
事
ニ
シ
テ
︑
初
メ
ニ
キ
ハ
メ
テ
人
ト
ヲ
キ
海
中
ノ

シ
マ
ノ
ホ
ト
リ
ノ
イ
サ
ゴ
ヲ
タ
ヅ
ネ
ヨ
セ
タ
ル
事
ア
リ
キ
︒
其
中
ニ

明
恵
上
人
の
砂

一
二



貝
ノ
ク
ダ
ケ
マ
ジ
ハ
リ
タ
ル
事
ア
リ
シ
カ
バ
︑
ス
テ
テ
是
ヲ
モ
チ
ヰ

ズ
︒

(
p
p
.2
4
1
-
2
)

と
も
見
え
る
︒
明
恵
上
人
は
︑
結
局
︑
栂
尾
高
山
寺
の
横
を
流
れ
る
清
滝

川
の
砂
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(
p
.2
4
2
)︒
清
滝
川
の
砂
は
以
降
末

期
の
砂
と
し
て
採
取
さ
れ
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
︑
松
江
重
頼
編
﹃
毛
吹

草
﹄
(慶
長
七
年

−

延
宝
八
年
︹
1
6
0
2
-
8
0︺
)
に
﹁
栂
ト
ガ
ノ

尾オ
ノ

土ド

砂シ
ャ

(末
期
ニ

用
レ

之
)﹂
(巻
四
)
と
あ
り
︑
黒
川
道
祐
の
﹃
雍
州
府
志
﹄
(天
和
二
年

−

貞
享
三
年
︹
1
6
8
2
-
8
6︺
)
に
も
﹁
処
々
山
有
レ

之
︒
然
自
レ

古
持
律
僧

取
二

栂
尾
山
之
土
砂
一

︑
清
水
洗
浄
数
過
︑
然
後
盛
レ

壺
置
二

護
摩
壇
一

︑
七

箇
日
間
加
二

持
之
一

︑
是
謂
二

土
砂
加
持
一

︒
伝
言
撒
二

加
持
土
砂
少
許
於
新

死
之
尸
一

︑
則
其
筋
骨
雖
レ

歴
二

数
日
一

不
二

強
直
一

︑
有
下
便
納
二

棺
内
一

也
﹂

と
あ
る(15
)

︒﹃
兵
範
記
﹄
に
見
え
た
﹁
大
嶺
砂
加
持
﹂
の
﹁
大
嶺
﹂
は
修
験

道
の
聖
山
大
峰
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か(16
)
︒

8

白
州
正
子
氏
は
﹃
栂
尾
高
山
寺

明
恵
上
人
﹄
(講
談
社
昭
和
四
十
二

年
︹
1
9
6
7︺
刊
)
で
︑

ど
こ
ま
で
も
明
恵
に
つ
い
て
廻
る
の
は
︑
石
に
対
す
る
特
別
な
感
情

で
︑
そ
こ
に
は
巨
岩
を
拝
し
た
古
代
人
の
記
憶
が
甦
っ
て
来
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
︒
当
時
は
い
わ
ゆ
る
神
仏
信
仰
が
盛
ん
な
時
代
で
し

た
が
︑
こ
の
上
人
ほ
ど
身
を
も
っ
て
︑
古
代
の
自
然
信
仰
と
︑
外
来

の
仏
教
の
精
神
を
︑
体
得
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
︒

(﹁
夢
の
記
﹂
)

と
言
わ
れ
て
い
る(17
)

︒﹃
梅
尾
明
恵
上
人
伝
記
﹄
(
下
巻
)
に
﹁
上
人
禅ぜ
ん

定
ぢ
や
う

を
の
み
好
み
給
ひ
て
︑
一
両
年
は
小
さ
き
桶
を
一
つ
用
意
し
て
︑
二
三
日
︑

四
五
日
の
食じ
き

を
請
ひ
入
れ
て
肱
に
か
け
︑
後
の
山
に
入
り
︑
木
の
下
︑
石

の
上
︑
木
の

空
う
つ
ほ

︑
巌い
は

窟あ
な

な
ど
に
︑
終ひ
ね

日も
す

終よ
も

夜
す
が
ら

坐
し
給
へ
り
︒﹃
す
べ
て

此
の
山
の
中
に
︑
面
お
も
て

の
一
尺
と
も
あ
る
石
に
我
が
坐
せ
ぬ
は
よ
も
あ
ら

じ
﹄
と
仰
せ
ら
れ
け
る
﹂
(
岩
波
文
庫

p
.1
5
6
)
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
だ

け
で
も
︑
確
か
に
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
︑
巨
岩
だ
け
で
な
く
︑
加

持
土
砂
に
清
浄
な
場
所
か
ら
採
ら
れ
た
﹁
砂
﹂
を
用
い
た
の
も
同
様
に
古

代
の
自
然
信
仰
と
関
係
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

野
本
寛
一
氏
は
民
俗
学
に
お
け
る
鉱
物
の
研
究
の
対
象
を
岩
石
だ
け
に

限
定
せ
ず
︑
大
き
く
は
岩
山
岩
島
ま
で
︑
小
さ
く
は
砂
に
ま
で
広
げ
ら
た

こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
著
﹃
石
の
民
俗
﹄
(雄
山
閣
出
版
昭

和
五
十
年
︹
1
9
7
5
︺
刊
)
に
よ
る
と
︑
民
間
に
お
い
て
砂
は
浄
化
力
を
持

つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
静
岡
県
の
御
前

崎
で
は
︑
御
嶽
講
の
祈
祷
の
際
に
庭
の
護
摩
の
座
の
ま
わ
り
に
敷
き
つ
め

明
恵
上
人
の
砂

一
三



ら
れ
る
の
は
︑
海
浜
か
ら
拾
っ
て
き
た
清
浄
な
砂
で
あ
る
︒
ま
た
︑
七
夕

祭
り
に
は
海
水
で
洗
い
清
め
た
笹
竹
の
根
元
に
海
砂
を
盛
り
あ
げ
︑
盆
や

人
が
死
ん
だ
時
に
は
香
炉
の
灰
を
捨
て
︑
清
浄
な
浜
砂
に
入
れ
替
え
る
︒

野
本
氏
は
︑
こ
う
し
た
民
俗
が
古
社
の
社
殿
周
辺
や
祓
処
に
白
砂
が
敷
か

れ
る
基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
︒
明
恵
上
人
の
砂
も
こ
う
し
た
民
間
信

仰
に
お
け
る
砂
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
︒

注
(1
)

﹁
野
草
衣
﹂
は
遺
体
を
覆
う
布
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
拙

稿
﹁
野
草
衣
考
﹂
(﹃
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
﹄
第
21
号

2
0
0
9
.6
)

(2
)

初
崎
正
純
﹁
光
明
真
言
に
関
す
る
密
教
法
要
の
研
究
﹂
(日
本
印
度
学

仏
教
学
会
﹃
印
度
佛
経
學
研
究
﹄
21
-
2

2
0
1
0
.3
)
に
見
え
る
初
崎
氏

の
直
訳
︒

(3
)

佐
和
隆
研
編
﹃
密
教
辞
典
全
﹄
(法
蔵
館

1
9
7
5
刊
)
に
見
え
る
訳
︒

﹁
大
印
﹂
と
は
凡
て
の
行
者
と
本
尊
と
が
合
一
化
す
る
こ
と
︑﹁
宝
珠
・

蓮
華
・
光
明
の
諸
徳
﹂
と
は
﹁
価
値
の
世
界
を
具
有
す
る
宝
珠
の
徳
﹂

﹁
無
視
純
愛
の
世
界
を
象
徴
す
る
蓮
華
の
徳
﹂﹁
無
限
生
命
の
世
界
を
示

す
光
明
の
徳
﹂
で
あ
る

(田
中
海
應
﹃
光
明
真
言
集
成

全
﹄
(東
方
出

版
︑
昭
和
三
十
三
年
︹
1
9
5
8︺
刊
︑
昭
和
五
十
三
年
改
訂
p
.7
0
)︒

(4
)

田
中
海
應
﹃
光
明
真
言
集
成
全
﹄
(
p
.1
6
2
)
に
︑
源
信
の
﹃
起
請
八

ケ
条
﹄
(﹃
二
十
五
三
昧
式
﹄
寛
和
二
年
︹
9
8
6︺
成
)
に
光
明
真
言
を

誦
し
土
砂
を
加
持
す
べ
き
事
の
条
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
︑

宗
史
研
究
室
﹁
光
明
真
言
信
仰
の
日
本
的
展
開

︱
︱
特
に
葬
送
儀
礼

に
お
け
る
光
明
真
言
土
砂
加
持
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
(﹃
現
代
密
教
﹄
智

山
伝
法
院
︑
第
6
号

1
9
9
3
.1
1
発
行
)
に
も
︑
土
砂
加
持
と
し
て
の

光
明
真
言
が
史
料
に
最
初
に
見
出
せ
る
の
は
︑
源
信
や
慶
滋
保
胤
等
に

よ
っ
て
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
二
十
五
三
昧
会
で
あ
る
と
︑
光
明
真
言
土

砂
加
持
を
初
め
て
用
い
た
の
は
真
言
僧
で
な
く
︑
浄
土
経
を
信
奉
し
て

い
た
者
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
︒

(5
)

宗
史
研
究
室
﹁
光
明
真
言
信
仰
の
日
本
的
展
開

︱
︱
特
に
葬
送
儀

礼
に
お
け
る
光
明
真
言
土
砂
加
持
に
つ
い
て
︱
︱
﹂

(6
)

(5
)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
典
か
ら
の
調
査
︒

(7
)

こ
の
﹁
秀
州
呂
氏
霊
骨
賛
﹂
は
︑
﹃
日
本
大
蔵
経
﹄
所
収
の
﹃
光
明
真

言
土
砂
勧
進
記
﹄
の
巻
末
に
も
書
写
さ
れ
て
い
る
︒

(8
)

『正
字
通
﹄
に
﹁
沙
︑
疏
土
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
類
聚
名
義
抄
﹄
(
図
書
寮

本
)
の
﹁
石
﹂
の
訓
み
に
ツ
チ
が
あ
り
︑﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
も
﹁
石
﹂

を
ツ
チ
と
訓
ん
だ
も
の
が
見
え
る
︒﹁
土
﹂
と
と
い
う
語
あ
る
い
は
文

字
と
石
・
砂
と
の
関
係
は
︑
な
お
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
よ
う
だ
が
︑
後
考
を
俟
つ
︒

(9
)

日
本
の
文
献
で
あ
る
が
︑
寛
文
三
年
︹
1
6
6
3︺
の
顕
証
の
著
﹃
土
砂

加
持
作
法
﹄
に
は
﹁
以
二

清
浄
砂
或
土
一

更
以
二

淨
香
水
一

洗
レ

之
入
函
或

明
恵
上
人
の
砂

一
四



桶
机
上
置
レ

之
﹂
と
あ
る

(田
中
海
應
﹃
光
明
真
言
集
成

全
﹄
p
.1
5
6

に
よ
る
)︒

(10
)

(5
)
に
同
じ
︒

(11
)

田
中
海
應
﹃
光
明
真
言
集
成

全
﹄
p
p
.3
0
-
3
1
に
見
え
る
訓
読
文
に

よ
る
︒

(12
)

『日
本
大
蔵
経
﹄
所
収
の
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
の
巻
末
に
書
写

さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
る
︒

(13
)

ち
な
み
に
現
在
の
地
質
学
で
は
︑
0
.0
6
2
5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
2
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
の
間
の
も
の
を
砂
と
し
︑
そ
れ
よ
り
大
き
い
物
は
細さ
い

礫れ
き

︑

中
礫
︑
大
礫
と
呼
び
︑
そ
れ
よ
り
小
さ
い
粒
子
を
シ
ル
ト
︑
さ
ら
に

0
.0
0
3
9
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
よ
り
小
さ
い
も
の
を
粘
土
と
呼
ぶ
そ
う
で
あ
る
︒

(14
)

光
明
真
言
の
光
に
つ
い
て
は
︑﹃
明
恵
上
人
夢
記
﹄
の
承
久
二
年
七
月

二
十
九
日
条
に
︑

後
夜
座
禅
す
︒
禅
中
の
好
相
に
︑
仏
光
の
時
に
右
方
に
続つ
い

松ま
つ

の

火
の
如
き
火
聚
あ
り
︒
前
に
玉
の
如
く
微
妙
の
光
聚
あ
り
︒
左

方
に
一
尺
二
尺
の
光
明
充
満
せ
り
︒
音こ
ゑ

有
り
て
云
く
︑﹁
此
は
光

明
真
言
也
︒﹂
心
に
思
は
く
︑
此
の
光
明
の
躰
を
光
明
真
言
と
云

ふ
也
︒
本
文
と
符
合
す
︒
之
を
秘
す
べ
し
︒﹂
(岩
波
文
庫
P
.8
2
)

と
見
え
︑﹃
梅
尾
明
恵
上
人
伝
記
﹄
に
も
︑

な
く
な
り
た
る
け
る
人
の
手
跡
の
裏
に
光
明
真
言
を
書
き
給
ひ

て
︑
奥
に
書
き
付
け
給
ひ
け
る
︒

書
き
つ
く
る
跡
に
光
の
か
ゞ
や
け
ば
く
ら
き
闇
に
も
人
は
迷

は
じ

(
同
右
・
巻
上
p
.1
5
1
)

と
見
え
る
︒

(15
)

田
中
海
應
﹃
光
明
真
言
集
成
全
﹄
(
p
.2
6
1
)
に
よ
る
と
︑
融
法
師
の

﹃
光
言
見
聞
随
記
﹄
と
い
う
書
に
﹁
明
恵
上
人
在
住
地
の
高
山
寺
中
石

水
院
は
諸
傍
の
水
上
に
在
り
︑
型
砂
な
し
と
雖
も
︑
愚
僧
年
久
し
く
顕

密
法
門
に
つ
い
て
こ
こ
に
自
利
々
他
行
を
積
み
︑
こ
の
所
の
麁
石
を
取

り
︑
そ
の
付
近
に
閼
伽
井
を
構
え
こ
れ
を
篩ふ
る

つ
て
麁
石
を
去
り
細
石
を

取
り
こ
れ
を
用
う
﹂
と
あ
る
よ
し
で
あ
る
︒

(16
)

高
野
山
で
行
わ
れ
る
光
明
真
言
土
砂
加
持
に
用
い
ら
れ
る
砂
は
︑
鎌

倉
時
代
以
来
︑
南
都
西
大
寺
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
白
砂
で
あ
る
と
い
う

(﹃
明
恵
上
人
手
訂
定
稿
本
光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
(大
東
急
記
念
文

庫
昭
和
六
十
年
︹
1
9
8
5
︺
発
行
)
の
川
瀬
一
馬
覆
製
解
説
︒

(17
)

白
州
氏
は
右
の
文
の
後
に
﹃
土
砂
勧
進
記
﹄
の
こ
と
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
︑
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
︑
真
言
土
砂
が
﹁
砂
﹂
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
︒

相
手
は
た
だ
の
砂
石
で
あ
る
が
︑
絵
に
書
い
た
仏
も
︑
信
ず
れ

ば
生
身
の
姿
を
現
わ
す
よ
う
に
︑
た
だ
﹃
信
﹄
の
み
が
人
間
を

救
済
す
る
︒
(中
略
)
要
す
る
に
︑
土
砂
を
加
持
す
る
と
い
う
の

は
︑
呪
術
に
似
て
︑
呪
術
で
は
な
い
︒
そ
れ
は
一
種
の
方
便
で

あ
っ
て
︑
た
だ
様
も
な
く
信
じ
る
こ
と
だ
け
が
人
を
救
い
︑
自

分
も
救
わ
れ
る
︒
別
の
言
葉
で
い
え
ば
︑
信
じ
る
こ
と
の
む
つ

か
し
さ
を
説
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
い
ま
す
︒
明
恵
が
疑
う
こ

明
恵
上
人
の
砂

一
五



と
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
た
と
え
ば
仏
師
な
ど
は
︑

別
に
信
仰
が
な
く
と
も
︑
美
し
い
仏
像
を
造
る
︒
中
に
は
悪
人

も
い
る
け
れ
ど
も
︑
そ
の
仏
像
を
拝
ん
で
︑
も
し
信
心
を
起
こ

せ
ば
︑
そ
の
人
の
勝
利
で
あ
る
︒﹃
こ
の
土
砂
も
加
持
に
よ
り
て

は
︑
即
ち
真
言
と
な
る
事
は
︑
悪
人
も
仏
を
作
れ
ば
仏
像
と
な

る
如
し
﹄
つ
ま
り
︑
嘘
か
ら
出
た
ま
こ
と
と
い
う
も
の
を
説
い

た
と
い
っ
て
い
い
の
で
す
が
︑
(下
略
)

使
用
仏
典

○
菩
提
流
支
訳
﹃
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
﹄﹁
潅
頂
真
言
成
就
品
﹂
(大
正
蔵

十
九
・
三
四
九
c
～
三
五
二
c
)

○
不
空
訳
﹃
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
潅
頂
光
真
言
﹄
(大
正
蔵
十
九
・
六
〇

六
b
～
六
〇
七
a
)

○
明
恵
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
進
記
﹄
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
別
記
﹄
(﹃
日
本
大

蔵
経
﹄
︹
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
︑
大
正
八
年
︹
1
9
1
9︺
刊
︺
宗
典
部
・

華
厳
宗
章
疏
下
)
︒
ま
た
︑
﹃
明
恵
上
人
手
訂
定
稿
本
光
明
真
言
土
砂
勧

進
記
﹄
(川
瀬
一
馬
監
修
・
大
東
急
記
念
文
庫
昭
和
六
十
年
︹
1
9
8
5︺

発
行
)
︒
本
書
で
は
﹃
日
本
大
蔵
経
﹄
に
見
え
る
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧

進
記
﹄
の
下
巻
が
な
く
︑
﹃
光
明
真
言
土
砂
勧
信
別
記
﹄
を
﹃
光
明
真

言
土
砂
勧
進
記
﹄
の
下
巻
と
し
て
い
る
︒

○
明
恵
﹃
加
持
土
砂
略
作
法
﹄
(
田
中
海
應
﹃
光
明
真
言
集
成

全
﹄
東
方
出

版
︑
昭

和

三

十

三

年
︹
1
9
5
8︺
刊
︑
昭

和

五

十

三

年

改

訂

p
p
.

1
4
0
-
4
2
)

○
﹃
明
恵
上
人
夢
記
﹄
﹃
梅
尾
明
恵
上
人
伝
記
﹄
(﹃
明
恵
上
人
集
﹄
岩
波
文
庫
︑

久
保
田
淳
・
山
口
明
穂
校
注
︑
昭
和
五
十
六
年
︹
1
9
8
1
︺
刊
)

明
恵
上
人
の
砂

一
六


